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論文内容の要旨
本論文は，社会制度と生命という二重の視点かる，苦悩がどのような状況で生じるのか，それがどのよ
うな符過をたどるのか，そして，昔悩がどのようにして再生に王りうるのかを明らかにしようとした.社
会学的人間学の試みである。
本論文は，まず，序章と 9つの章からなる。序章「ネ上会学的人間学の試み」では，支配的な社会学が，
生命を暗黙の前提としながらも，それをiE4に位置付けなかったために.人間の経験を 1分に取り扱うこ
とができなかったことが指摘され，生命と社会制度の両側面を正当に位置付ける牡会学的人間学の視点が
提示されているo
第 1主義lr苦悩への分析視点」では，対人的苦I通と存在の苦悩というこつの苦悩が区別されるとともに.
対人的苦悩から存在の苦悩への移行には，内部に向かう意識と社会への囚われとの関係においてそれが自
滅につながる場合と.それを脱して再生にやlかう場合とが区別されているの
第2章「対人的苦悩と自尊心」では，苦悩の代表的経験である，傷つく自尊心の問題が取り kげられて
いる。ここでは，対人的な自己の世界が，競争的敗北，侵略的迫害，接近の禁Ü~. 信頼の裏切りという凶
つの代表的な拒絶を通して，公的な向己像に結び‘ついた両子の喪失の機会となることがホされている。
ヨ}3章「家族のなかの孤独一一『ユキの円記の也界JlJでは.家族のなかでの孤独の問題が取り上げら
れている。ここでは.母親の独詩的で能動的な対応と主人公ユキの偽装的で受動的な対応とのやりとりの
なかで，主人公がどのようにして愛する他者に対する反発を芽生えさせ， 日己否定的な意識にとりつかれ
ていくかが追跡されている。
第4章「学校における迫害一一犠牲劇」では，現代の子どもたちが同じ欲望を模倣しあう協同的敵対の
関係に人りやすいこと，いじめがそうした関係の具体化であることが論じられるとともに，その背震とし
て，学校という制度を相対化する視点の弱さがあることが指摘されている。
第5章から第7章にかけては，苦悩の末に自殺するにいたった一人の少kの記録が取り上げ‘られている。
第5章「苦悩の記録と傷つく対人経験ーーー少!J:.Aの苦悩の世界lJでは，他者を求める強い欲望をもちなが
ら，過剰な不安のために対人疎外へと至るという対人関係における悪循環の過程が描き出され，第6章
「自己否定と日常離脱一 少女Aの苦悩の柑界2Jでは，少lt:が「生の動機調整Jを通してH常離脱を経験
しながらも.それを，生を否定する「もと回ーた場所」として意味づけたために，それが少女を一時的に支
えるものとしかならなかったと論じられている。第7章「白死に向う白己窓識一一一少女Aの苫悩の世界3J
では，主人公の負の口己主主識を中心に.無為への傾斜と罪意識を深める迦在が描き出されるとともに， 自
? ???
己存干F.の保証を外部の他者に求めた少女自身の問題と，自己の醜さを記した少女の記録が逆照射する社会
の問題とが指摘されている。
第8章「病いの経験と死」では，死を|患ー厳しようとする現代の一般的な傾向とその意義に触れたのち，
病.いの経験が死と生の聞で揺れ動く心をっくりだすこと，それが存定としての死を超えた意味をもたらす
こと，また，死を含む牛.を白覚させ.生命感の糊きをもたらすnJ能性をもつものであることが論じられて
いる。
第9章「再生へのビジョンJでは，フランクルやジェームズ，ルソーやベルグソンの知見に触れながら，
苦悩から再生に至る道としての神秘体験について考察がなされている。
終章「人間と社会の再生のためにJでは，社会への囚われのなかで苦悩の悪循環からの脱出の可能性が
日常離脱において生じる生命との接触に求められ，神秘体験を含む生成の経験が社会的な経験とともに人
聞にとって不ロJ欠の意味をもつことが論じられている。
論文審査の結果の要旨
社会学は.伝統的に社会制度の研究をその中心課題としてきた。しかし，制度の学としての社会学は，
人聞の経験やその可能性を十分に視野に入れてきたとはいいがたいの近年， この点についての反省に基づ
いて，人間の経験，とりわけ制度に先立つ「牛ー成の経験」を重視しその観点から社会制度を見l直すとい
う試みがなされつつある。本論文ti，そうした試みの代表的なものであり， このh面での先導的な研究で
あるといえる。
本論文の第!の特徴は，多機な苦悩を統一的に取り扱った点にあるυ すなわち.本論文は， これまで社
会学においてほとんど省みられることのなかった苦悩という人閉経験を取り上げ¥ さまざまな苦悩のあり
ようと苦悩のたどる過科ーを描き山すとともに，昔悩の符験と社会制度とのかかわり. そして.苦悩から再
生への可能性を検討した，オリジナリティー豊かな研究である。とくに，一貫した視点から苦悩を取り披
いながら図式的議論に終わらず，日記などの個人的記録を通して個人の苦情の経過を丹念に追跡し，概念
によっては把握しきれない人間経験を詳細に描き出した点は斬新であり，高く評価できる。
本論文のもうひとつの特徴は，生命と社会という-つの側前から人閉経験をとらえるという，社会学的
人間学の基本的な立場を明確にぶした点である。それは，計会学における人間経験のとらえかたを拡大す
るとともに，社会制度を相対化し人間続験にもとづいた社会批判を可能にする立場であるの本論文は，
こうした社会学的人間学の確立に寄与する賞重な研究である。
本論文には，苦悩に関する豊富なドキュメンテーションに比べて，再生についてはそれがト分とはいえ
ない点なと¥不満点がないわけではない。しかし，このことは，本論文の固有の価値を庇めるものではな
L、。
以上の所見により，本論文は，大阪市立大学博士(文学)の学位を授守ーするに値するものと認められる。
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